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E班3ｸﾞﾙｰﾌﾟ!!の紹介E班3ｸ ﾙ ﾌ !!の紹介
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発表テーマ発表テ マ

学生と社会をつなぐためのICT!!
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学生と社会をつなぐためのICT!!

テーマ選定理由テーマ選定理由(1)(1) 大学の役割大学の役割

◆私たちが考えた大学の役割
⇒大学とは、将来、社会に求められる人材を
育てる場所育 場所

◆役割を果たすために、
大学は何をしなければいけないのか
⇒大学で得た知識・技能を社会で⇒大学で得た知識 技能を社会で
試してみる場、失敗を経験できる場を
提供する
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提供する

学生と社会をつなぐためのICT!!

テーマ選定理由テーマ選定理由(2)(2) 大学の現状大学の現状

◆大学の現状はどうだろうか？
学 学 学 が⇒学生は、大学で学んだ知識が
社会でどのように活かされるのか
わかっていない

◆役割を果たすために、
どのような取り組みが必要なのだろうか？どのような取り組みが必要なのだろうか
⇒社会の知恵を教育に取り入れる
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学生と社会をつなぐためのICT!!

テーマ選定理由テーマ選定理由(3)(3) このテーマを選んだ理由このテーマを選んだ理由

◆大学の役割、大学の現状を踏まえて、何が重要と考えたのか？
⇒学生と社会をつなげる場の提供⇒学生と社会をつなげる場の提供

大学学生 社会大学学生 社会

学生と社会をつなぐためのICT!!
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学生と社会をつなぐためのICT!!

問題点の深堀問題点の深堀

立場ごとの問題点

学生
・社会で自分たちが活躍できるという発想がない
・大学で学んでいることの活かし方がわからない
・何かやりたいが、やりたいことが具体的にわからない何かやりたいが、やりたいことが具体的にわからない

社会と 緒に学生を育てるという視点がない
大学

・社会と一緒に学生を育てるという視点がない
・学生・社会双方へのアプローチの仕方がわからない

会
・大学へのアプローチの仕方がわからない
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社会
大学 のアプロ チの仕方がわからない

・大学がやっていること、何ができるかがわからない

学生と社会をつなぐためのICT!!

解決策の検討解決策の検討

• 必要な情報を集約できる
• 必要なときにいつでも確認できる
• 全学生にアプローチができる

情報の共有 発信ができる情報の共有、発信ができる
コミュニケーションツールの提供
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学生と社会をつなぐためのICT!!

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

提案の概要
マッチング!!

学生
社会（地域）大学

マッチング!!

学生
社会（地域）大学

・応募する
・企画する

・募集する
・協力する

・双方の声を集める
・双方へ企画・提案する
社会（地域）に学生を派遣する
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・社会（地域）に学生を派遣する

学生と社会をつなぐためのICT!!

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

問題点

学生
社会（地域）

大学

①利用者の確保①利用者の確保
②学生と社会（地域）を直接結びつけることのリスク
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学生と社会をつなぐためのICT!!

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

「① 利用者の確保」に対するアプローチ

授業に

【大学】 【社会】

教員 地域
職員

授
取り入れてもらう

学生
自治体等との連携

説明会（事例紹介等）
の実施
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の実施

学生と社会をつなぐためのICT!!

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

「② 学生と地域を直接結びつけることのリスク」に対するアプローチ

チェッキング!!

学生
社会（地域）大学

・ツール上で双方のやりとりを監視
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・事前～事後のフォロー



学生と社会をつなぐためのICT!!

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

解決されたときの姿（具体例）

① ②
新商品を開発したい
けど 若者のニ ズ① ②

将来カフェを経営し
てみたいな～

けど、若者のニーズ
がわからない。。。

学生 社会（カフェ経営者）

③ ④
大学に相談しよう！ ICTでマッチング!!
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大学職員

学生と社会をつなぐためのICT!!

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

それぞれのメリット

学生
・大学で学んだことを
実践できる

・学習意欲向上 自信・学習意欲向上、自信

・人材育成の場の確保
大学

・人材育成の場の確保
・社会との連携強化

Happy Life

社会
・地域の活性化
・大学のシーズを

ppy

大学のシ ズを
活用できる


